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１．はじめに 

 光を用いた振動検出は、電界や磁界の影響を受け

ないため、高圧トランスや発電機タービンなどの電

力設備、また防爆性に優れていることから化学プラ

ント、等への適用が有益となる。 

本研究では、マイクロ加工技術等を用いた大量一

括プロセスによる低コスト化へ向けて、先球光ファ

イバ・コリメーションレンズの実証に始まり、①先

球光ファイバ自体をカンチレバとした振動センサ、

および②Ｓｉカンチレバ振動子を用いた光学式振動

センサ（図１）の提案、試作・特性評価を行った[1]-[2]。 

２．実験方法 

図２は、光学式Ｓｉカンチレバ振動センサの測定

系である。センサの特性評価では、周波数特性や加

速度依存性の測定のほか、出力波形のＦＦＴ（Fast 

Fourier Transform）解析による振動周波数成分の分

析を行った。 

Ｌ  

３．結果・考察 

 カンチレバ長Ｌ＝０．９［mm］の場合、共振周波

数は、ｆｒ＝２．２［kHz］付近であった。本センサ

では共振周波数ｆｒ以下のフラットな周波数特性の

領域において、振動検出、およびＦＦＴ解析を行っ

た。図３の加速度依存性は、周波数ｆ＝４００［Hz］

の正弦波を印加したときのＦＦＴ解析のピークの高

さより出力振幅を求めたものである。 

図１ 光学式Ｓｉカンチレバ振動センサ

 また、共振周波数ｆｒ一定条件において、カンチ

レバの長さと厚みとの関係を算出したところ、長さ

を短く且つ厚みを薄くすると、カンチレバ先端のた

わみ角が大きくなる傾向にあった。つまりｆｒ一定

条件ではカンチレバを微小化すると感度が向上する。 

４．まとめ 

微小カンチレバの振動による光反射角変化に基づ

く光強度検出式の振動センサを提案し、センサの基

本的特性を評価した。「光てこ」による検出方式のた

め先球レンズとカンチレバとの距離を大きくする程

感度を向上できる。また、カンチレバをＳｉＯ２と

することで、高温環境下での適用が期待される。 

図 2 測定系  
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